
 

 

公益財団法人佐藤陽国際奨学財団 
Asia 留学生奨学制度 奨学生募集要項 

 
 

２０１２年１０月期 私費留学奨学生 （奨学支援期間：２０１２年１０月～２０１４年９月） 
２０１３年 ４月期 私費留学奨学生 （奨学支援期間：２０１３年 ４月～２０１５年３月） 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

募集期間： 2012 年 9 月 5 日（水）～2012 年 9 月 10 日（月）必着 
   ※ただし、2012 年 10 月入学新 1 年生に限り 9 月 25 日（火）まで受け付けます。

 
公益財団法人佐藤陽国際奨学財団は、次のような学生を支援します。 

・ 学業に優れ、学業に専念する者 
・ 日本文化をはじめ、異文化理解など国際交流に努める者 
・ 地域交流、ボランティア活動など社会貢献に努める者 
・ 学んだことを社会に役立てる意欲のある者 

 



 このたび公益財団法人佐藤陽国際奨学財団は、私費留学奨学生の「秋募集」を行います。応募資格者は

下記表の「秋募集」が対象者です。 
2013 年 4 月入学の新入生及び新編入生につきましては、2013 年 1 月に「春募集」として別途募集を行

うため、「秋募集」の対象としておりません。ご注意ください。 

募集時期 募集対象（応募資格者） 募集 奨学金支給 
開始時期 当財団での呼称 

秋募集 
A 秋入学の在学生及び新入生

（B と C 以外の学生全員）
2012 年 9 月

2012 年 10 月 2012 年 10 月期
私費留学奨学生 

B 4 月入学の在学生 2013 年 4 月 
2013 年 4 月期 
私費留学奨学生 

春募集 C 2013 年 4 月入学の 
新入生及び新編入生 2013 年 1 月 2013 年 4 月 

・ 「2013 年 4 月期奨学生」に応募される学生は、本募集要項中「2012 年 10 月」の表記を「2013 年 4 月」と

置き換えてお読みください。（読み換え部分には二重線を引いております。） 
～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 
 
Ⅰ．募集対象 
 

 募集対象者 

2012 年 10 月期生 「秋入学」の在学生及び新入生 

2013 年 4 月期生 「4 月入学」の在学生 
（2013 年 4 月入学の新 1 年生・新編入生除く） 

 
Ⅱ．応募資格 （2012 年 10 月現在） 再応募可 

バングラデシュ、ブータン、ブルネイ、カンボジア、インド、インドネシア、ラオス、マレーシア、モルジブ、 
ミャンマー、ネパール、パキスタン、フィリピン、シンガポール、スリランカ、タイ、東ティモール、ベトナムから

来日し、文部科学省所轄大学の学部又は大学院に在籍する当該国の国籍を有する私費留学生で 
下記の条件を満たす者（ただし、日本国籍を有する者、短期大学生及び研究生を除く。） 

① 国際理解と親善に関心を持ち、交流会に出席できる者 
     （交流会は年 6 回主に東京で開催。交通費支給） 

② 学習奨励金等の名目の如何にかかわらず他の奨学支援団体等から奨学金に類する金品を受給し

ていない者（学習奨励金、研究助成金などを受給している場合は事前に事務局に問い合わせるこ

と。貸与奨学金については応募可） 

③ 在留資格「留学：college student」を有する者 
④ 日本で就業している親がいない者 
⑤ 「博士」の学位を取得していない者 
⑥ 現在在籍している課程の修学期間が 2012 年 10 月より 1 年以上ある者 
⑦ 勉学・研究に支障のない日本語能力を有する者 
⑧ 当財団の奨学生を終了後、SATOM として交流活動に積極的に協力できる者 

（SATOM（サトム）とは佐藤陽財団の卒業生のことです） 



Ⅲ．奨学金 
１．支給額 学部学生     月額 120,000 円 

大学院生     月額 180,000 円 （この他に学会出席補助金制度あり） 
 
 

２．支給期間 ２０１２年１０月期生  2012 年 10 月から 2014 年 9 月までの 2 年間 
  ２０１３年 ４月期生  2013 年  4 月から 2015 年 3 月までの 2 年間 

※ただし、採用時の課程に在籍する期間を限度とする。 
2 年以内に採用時在籍課程を卒業又は修了した場合（学部から修士、修士から博士へ進学など）は、

その時点で支給終了となる。 （例：学部 4 年生、修士 2 年生の場合、支給期間は 1 年間となる。） 
※博士課程 1 年採用者については、博士課程 2 年時点で指導教員の報告書をもとに選考委員会による

判定を行い、正規の課程期間内に博士号が取得できると見込まれる場合は、奨学金支給期間を 1 年

間延長できる。 
 
 

3．支給方法 支給は 2 ヶ月に一度、2 ヶ月分を本人名義の口座に振り込む。 
 

Ⅳ．募集人数 
２０１２年１０月期生： 約 3 名 
２０１３年 ４月期生： 約 8 名   

       
Ⅴ．募集期間 
 2012 年 9 月 5 日（水）～2012 年 9 月 11 日（火） 必着 

 ※ただし、2012 年 10 月入学の新 1 年生に限り 9 月 25 日（火）まで受け付ける。 
 
Ⅵ．応募書類 

  ○：必須

応 募 書 類 用 紙 学部 修士 博士 備 考 
奨学生申込書 別紙① ○ ○ ○ 日本語 自筆 
履歴書 1・2 別紙② ○ ○ ○ 日本語 自筆 
推薦状 別紙③ ○ ○ ○ 英語の場合は日本語訳を添付       

※指導教員により厳封のこと 評価書 別紙④ － － ○

エッセイ  別紙⑤ ○ ○ ○ 日本語 自筆 （所定用紙 A4 2 枚） 
在学証明書 

○ ○ ○ 新入・新編入の場合は「合格証明書」もしく

は「合格通知書」（コピー可） 
学業成績書  ○ ○ ○ 資料Ⅰ参照 
研究計画書 Ａ4 － ○ ○ 日本語 ワープロ可 資料Ⅱ参照  1 枚 
研究実績 Ａ4 － ○ ○ 日本語 ワープロ可 資料Ⅱ参照 

※ 別紙②「履歴書 1」の「語学能力（日本語）」の欄は選考において重視する。 
※ 別紙③「推薦状」は、指導教員記入のこと。ただし、指導教員が決まっていない学部生に限り、日本語

学校の先生や身元保証人、寮長などが記入することを認める。 
※ 代筆不可。ひらがな可。 
※ 応募書類は返却しない。 

 



Ⅶ．応募方法 
2012 年 10 月に在籍する大学の留学生課を窓口として、「Ⅵ．応募書類」を募集期間内に当財団宛に郵送の

こと。書類不備及び応募者個人からの直接郵送の場合は無効とする。 
※新 1 年生・新編入生の応募に関しては、在籍学校を窓口とすることも可とする。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ⅷ．選考及び結果発表 

1 次選考   書面選考 
・ 1 次選考の結果は、10 月 11 日（木）に留学生課宛に発送する。 

 
2 次選考   面接     10 月 27 日（土）または 10 月 28 日（日）に東京にて実施予定。（交通費支給） 

・ 面接は日本語で行う。 
・ 2 次選考の要領は 1 次選考結果通知後、対象者の留学生課宛に郵送する。 
・ 2 次選考の結果は、10 月 30 日（火）までに留学生課宛に発送する。 

 
※選考の結果は、1 次選考（10 月 11 日発表）、2 次選考（10 月 30 日発表）ともに、発表日の午前 10 時よ

り財団のホームページ（http://www.sisf.or.jp）に合格者の受付番号を掲載するが、郵送にて通知する

「選考結果」で最終確認をすること。なお、応募者は受付番号を事前に留学生課に確認すること。 
 
※合格した学生は、11 月 17 日（土）に行われる理事会の承認、認証式の出席をもって、正式に当財団の

奨学生として認定する。11 月 17 日の認証式の出席が必須となる。 
 

【留学生課からの応募方法について】 
下記の点に注意し、留学生課を窓口として応募書類を一括して財団事務局宛に提出ください。 
 

1．長形 3 号封筒 （留学生課住所・担当者名を明記の上、80 円切手貼付） ・・・・・・・・ 2 通 
財団から留学生課へ受付番号等を一括送付する際に使用する。大学毎に 2 通同封すること。 

2．応募書類（厳封書類除く）の中に A4 サイズ以外の書類がある場合は A4 サイズにコピーしたも

のを、原本とともに同封すること。       
両面コピー不可、 ホチキス留め不可。 

  3．厳封書類は、応募書類の一番上にクリップで添付すること。 
書類間に厳封書類を挟まないこと。 

【応募書類送付先】 
〒153-0064  東京都目黒区下目黒 1-7-1   

   公益財団法人佐藤陽国際奨学財団 事務局 



Ⅸ．留意事項 
奨学生が下記の各号のいずれかに該当する場合は、奨学金の支給を停止することがある。 

（「奨学生規則」を当財団のホームページ（http://www.sisf.or.jp）で事前に確認してください） 
① 交流会を無断で欠席した場合 

② 「生活報告書」を期限内に提出しなかった場合 

③ 日本を年間 45 日以上離れた場合（研究目的の場合は 90 日まで） 

④ 病気その他の理由により修学または研究を継続できない場合 

⑤ 指導教員から修学または研究の継続が不適当とされた場合 

⑥ 学業成績が不良の場合 

⑦ 休学・転学の場合（出産、育児による休学を除く） 

⑧ 法律や社会秩序に反する行為を行った場合 

⑨ 財団の名誉を傷つける行為をした場合 
 
【個人情報の保護について】 

応募書類に記載された内容は、個人情報として取り扱い奨学生選考の目的にのみ使用します。ただし

下記の場合は、関係者に対して個人情報が開示されることがありますのでご了承ください。 
① 選考のため、選考委員へ応募書類を開示する場合 
② 重複支給の確認のため、大学担当者及び奨学団体に「合格者一覧」を提供する場合 

 
【問い合わせ先】 

〒153-0064  東京都目黒区下目黒 1-7-1   
   公益財団法人佐藤陽国際奨学財団 事務局 
     電話：    03-5487-2775 
     E-MAIL： sisf2020@pn.sato.co. jp 

 
 
 

 



Asia 留学生奨学制度 
奨学生申込書 

 

奨学金 
受給開始時期 

対象時期に○をつけてください。 
 
①2012 年 10 月（秋入学対象）    ②2013 年 4 月（春入学対象） 
 

 
 
 

 

カタカナ  
当財団奨学生経験 

 
有 ・ 無 

パスポート 
記載の英文  

性別  
男 ・ 女 

母国語 
での表記  

年齢 
 

歳 

生年月日 19         年        月        日 

E-mail Address                     ＠ 

電話番号 （        ）         －           
国 籍 

現住所 
〒 最寄り駅        

            線

                       駅

 *在籍大学 
又は 

在籍大学院 
（2012 年 10 月時点） 

□ 大学 □ 大学院 
（2012 年 10 月時の学年） 

□学部   □修士   □博士 

□ 学部 □ 研究科 （         ） 年 

□ 学科 □  専攻 入学年月            年       月 

指導教員名 今までの日本在留年数 
（延べ）              年 

留学生 
担当部署 

（申請窓口が記入） 

担当部署名（上記在籍大学以外からの申請は申請学校名を明記）： 電話 
 （         ）        － 

担当者名 FAX 
 （         ）        － 

住所 〒 
 

研究実績（大学院生のみ） 
 

有   ・  無 

申込日  2012 年      月      日 

 
【受付番号票】 （大学名、氏名を記入のこと） 
 

申請大学名 氏 名 （カタカナ） 

大学 様
 
Asia 留学生奨学制度奨学生申込書を    番で受付けました。 
 
 受付年月日                       

公益財団法人佐藤陽国際奨学財団 

 
 
写真添付（カラー） 
 
（3 ヶ月以内に撮影した

ものを貼付のこと） 
 
5.0×3.5ｃｍ、上半身、

正面、脱帽、裏面に氏名

を記入のこと 

別紙①
財団使用欄

受付日：            
 
番  号：            



履歴書‐1   

                                    氏名（カタカナ）：  

 
  

 

№ 期  間 学校名 課程 所在地
（国・都市名）

専攻科目 卒業 
中退 

奨学金

受給有無

1 年 月から  
年 月まで        高校   

卒業 
中退 

有・無

2 
年 月から  
年 月まで 

学・修・博
卒業 
中退 

有・無

3 年 月から  
年 月まで  学・修・博

卒業 
中退 

有・無

4 年 月から  
年 月まで  学・修・博  

卒業 
中退 

有・無

5 
年 月から  
年 月まで  学・修・博  卒業 

中退 有・無

6 年   月から  
   年   月まで  学・修・博   卒業 

中退 有・無

7 年   月から 
年   月まで   学・修・博   卒業 

中退 有・無

 

期  間 勤務先 所在地

（国・都市名）
職務内容 

年  月から  
  年  月まで 

在籍・休職・退職

年   月から  
   年   月まで    在籍・休職・退職

年   月から  
   年   月まで    在籍・休職・退職

資格・免許・受賞歴   語学能力 （日本語･英語等） 

  

奨学金および研究助成金等の受給実績 （奨学金および研究助成金等の名称・受給期間・受給月額） 

 

 

国際交流、社会貢献活動の経験 （具体的に書くこと） 

 

 【記入の注意点】 
・ 「学歴」は高等学校から現在に至るまでを記入すること。書く欄が足りない場合は、別途（A4 サイズ）にて記入し、あわせて提出すること。 
・ 「学歴」は空白期間がないように記入すること。日本語学校在籍、研究生の期間についても記入すること。 

別紙②‐1/2



履歴書‐2   

                                    氏名（カタカナ）：                                

家

庭

状

況 

氏  名  国籍 年齢 現住所（国・都市名） 現在の勤務先･学校名 

配偶者 

子供   

  
     
父  
母   
兄弟姉妹   
 

 
    

     

 

収 入 

仕送り 有   ・   無 
年額            円

受給中の奨学金 有  ・  無 
受給期間 受給金額 

名称  （ 年 月 ～  年 月） 

（ 年 月 ～  年 月） 

月額       円

名称 月額             円

アルバイト、その他給与  ( 内容：                       ) 月額        円

配偶者の収入 

勤務先 （       ）仕事の内容（              ） 月額        円

受給中の奨学金 有  ・  無 
受給期間 受給金額 

名称  （ 年 月 ～  年 月）

（ 年 月 ～  年 月）

（ 年 月 ～  年 月）

（ 年 月 ～  年 月）

月額       円

名称 月額             円

住 居 賃貸住宅 ・ 寮 ・ その他 （                                 ） 
月額       円

授業料 

□ 全額免除 （免除額 ） 
自己負担授業料 

 

年額       円
□ 一部免除 （免除額 ） 

□ 全額自己負担  

併願状況 
 

(奨学金に類するもの全て

記入してください) 

申請先 結果発表月日 

月 日 発表

 月 日 発表

       月     日 発表

 
 【記入の注意点】 

・ 家族の他に日本に在留する親戚（おじ、おば、いとこなど）がいる場合は「家庭状況欄」に記入すること。 

別紙②‐2/2



履歴書‐1   

                                    氏名（カタカナ）：  

 
  

 

№ 期  間 学校名 課程 所在地
（国・都市名）

専攻科目 卒業 
中退 

奨学金

受給有無

1 年 月から  
年 月まで        高校   

卒業 
中退 

有・無

2 
年 月から  
年 月まで 

学・修・博
卒業 
中退 

有・無

3 年 月から  
年 月まで  学・修・博

卒業 
中退 

有・無

4 年 月から  
年 月まで  学・修・博  

卒業 
中退 

有・無

5 
年 月から  
年 月まで  学・修・博  卒業 

中退 有・無

6 年   月から  
   年   月まで  学・修・博   卒業 

中退 有・無

7 年   月から 
年   月まで   学・修・博   卒業 

中退 有・無

 

期  間 勤務先 所在地

（国・都市名）
職務内容 

年  月から  
  年  月まで 

在籍・休職・退職

年   月から  
   年   月まで    在籍・休職・退職

年   月から  
   年   月まで    在籍・休職・退職

資格・免許・受賞歴   語学能力 （日本語･英語等） 

  

奨学金および研究助成金等の受給実績 （奨学金および研究助成金等の名称・受給期間・受給月額） 

 

 

国際交流、社会貢献活動の経験 （具体的に書くこと） 

 

 【記入の注意点】 
・ 「学歴」は高等学校から現在に至るまでを記入すること。書く欄が足りない場合は、別途（A4 サイズ）にて記入し、あわせて提出すること。 
・ 「学歴」は空白期間がないように記入すること。日本語学校在籍、研究生の期間についても記入すること。 

別紙②‐1/2



履歴書‐2   

                                    氏名（カタカナ）：                                

家

庭

状

況 

氏  名  国籍 年齢 現住所（国・都市名） 現在の勤務先･学校名 

配偶者 

子供   

  
     
父  
母   
兄弟姉妹   
 

 
    

     

 

収 入 

仕送り 有   ・   無 
年額            円

受給中の奨学金 有  ・  無 
受給期間 受給金額 

名称  （ 年 月 ～  年 月） 

（ 年 月 ～  年 月） 

月額       円

名称 月額             円

アルバイト、その他給与  ( 内容：                       ) 月額        円

配偶者の収入 

勤務先 （       ）仕事の内容（              ） 月額        円

受給中の奨学金 有  ・  無 
受給期間 受給金額 

名称  （ 年 月 ～  年 月）

（ 年 月 ～  年 月）

（ 年 月 ～  年 月）

（ 年 月 ～  年 月）

月額       円

名称 月額             円

住 居 賃貸住宅 ・ 寮 ・ その他 （                                 ） 
月額       円

授業料 

□ 全額免除 （免除額 ） 
自己負担授業料 

 

年額       円
□ 一部免除 （免除額 ） 

□ 全額自己負担  

併願状況 
 

(奨学金に類するもの全て

記入してください) 

申請先 結果発表月日 

月 日 発表

 月 日 発表

       月     日 発表

 
 【記入の注意点】 

・ 家族の他に日本に在留する親戚（おじ、おば、いとこなど）がいる場合は「家庭状況欄」に記入すること。 
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推薦状 

 

学校名 所属 

職名 連絡先（TEL） 

氏名（署名）                        印 記入日付        年    月    日

 
下記の学生を Asia 留学生奨学制度奨学生に推薦します。 
 

学生氏名                           
1．学業面 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2．人物面（長所、短所を含む） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3．この学生との関わりについて具体的に教えてください。 
（[例]学部で社会学を指導している学生、研究室で 5 月から指導している学生等） 

 
 
 
※厳封にて提出願います 
※日本語以外での記入の場合は、和訳を添付してください 
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評価書（博士課程の学生のみ） 
 

学生氏名                           
これまで指導してこられた学生の中での相対評価として下記の数字を用いて空欄にご記入ください。 

５：トップレベル  ４：優れている  ３：平均レベル  ２：努力不足  １：劣っている 

 

①研究者としての適性／ 
探求心が強く、自発的に研究を進めると同時にリーダーシップを発揮する。  

②研究者としての能力／ 
高度な実験技術や正確なデータ収集力、論理的な文章力、プレゼンテーション力がある。  

③発想の独創性／ 
当該分野の研究を大きく前進させる着眼点や発想がある。  

④研究者として特記すべき秀でた能力があればご記入ください。 
 

 

 

 

 

 

 

 

⑤貴大学の博士号取得の要件と、当該学生の博士号取得の見込み時期及びその可能性を 
ご記入ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※推薦状記入者と同じ方がご記入ください。 
※厳封にて提出願います（ホチキス留め不要） 
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□エッセイ  （600 字×2 枚） 
下記の 3 つ全ての要素を含んだエッセイをあなたの言葉で書いてください。右下の空欄にページ数を記入ください。 

1. 日本に留学した理由（はっきりとした専攻がある場合、その専攻を選んだ理由を含む） 
2. 留学している現在、感じていることや問題点 
3. 10 年後・20 年後の計画とそのための課題 
 

         氏名（カタカナ）                                   

本用紙をコピーしてエッセイを 2            （20 字×30 行） 
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学業成績書の提出について 

 

□ 下記項目の通りに成績書を提出すること 

・ 下表に該当する期間の学業成績書を提出すること 

・ 在籍校の学業成績書は 2012 年 6 月以降の発行日とし、直近の学業成績書のオリジナルを

提出すること 

・ 母国の学業成績書など取り寄せなければならない場合のみコピーでも可とする 

※母国の学業成績書については必ず和訳または英訳を添付すること 

 

奨学金受給開始時の 

在籍課程および経歴 
提出学業成績書 

学部生※ 

1～2 年生 
（秋入学 3 年生含む） 

・ 日本留学試験に関する証明書（コピー可）と高校最

終学年の学業成績書 

（日本留学試験に関する証明書がない場合は、高

校１年生からの学業成績書〔日本語学校含む〕） 

3 年生以上 ・ 在籍している学校の直近まですべての学業成績書 

大学院生（修士・博士）※ ・ 学部１年生から直近まですべての学業成績書 

※但し、高等専門学校もしくは専門学校からの編入生（編入経験のある大学院生含む）は、高等

専門学校もしくは専門学校の学業成績書も提出すること。 

 

□ 提出する学業成績書が、『別紙②履歴書 1：学歴欄』に記載されたどの期間に該当するかがわ

かるように、下記の記入例を参考に学業成績書に№を記入して提出すること。 

 

【記入例】 『別紙②履歴書 1：学歴欄』に該当する№を左上に記載 

 

 

                                   

 

 

№１ 
学業成績書 

ＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸ 

ＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸ 
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研究計画書及び研究実績の記載内容について 

 
□研究計画書 
 

・ 研究要旨を含むこと 
・ A4 サイズ１枚にまとめること 
・ 日本語 ワープロ可 図表使用可 
・ 専攻、研究テーマについて、一般の人にも分かるようにやさしく書くこと 

 
 
 
□研究実績 
 

・ 日本語 ワープロ可 A4 サイズ 
・ 何件書いてもよいが、下記 3 項目は必ず書くこと 
 

①公刊論文 （レフリー付論文のみ） 
論文題名／著者（全員）／ジャーナル名／出版社／ 
発表年／巻／ページ（最初と最後のページ） 

②学術発表（国内） 
論文題名／発表者（全員）／学会名／開催場所／ 
ポスター発表 or 口頭発表／発表年月 

③学術発表（海外） 
論文題名／発表者（全員）／学会名／開催場所／ 
ポスター発表 or 口頭発表／発表年月 

 
・ 修士新 1 年生で実績が無い場合は、学部課程の卒論の内容でも可とします。 

それでも実績が無い場合は、奨学生申込書（別紙①）の右下の「研究実績（大学院生の

み）」の欄の「無」に○を必ずつけてください。 
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